
特
集 制度創設30周年を経た主任児童委員活動の
現状と今後の活動推進に向けて
●〈実践事例紹介〉なりて確保と定着に向けた取り組みを考える 第11回

民生委員・児童委員の活動継続・定着に向けた
関係機関への効果的かつ適切なつなぎ方
広島県 福山市連合民生・児童委員協議会 第４区民生児童委員協議会

● 情報室

令和５年度の民生委員・児童委員数および活動状況
～福祉行政報告例の公表～

● 知っておきたいハラスメント

民生委員・児童委員活動におけるカスタマーハラスメント

支えあう 住みよい社会 地域から

民生委員・児童委員の

April

2025

4
令和7年4月1日（毎月1日発行）民生委員・児童委員のひろば（昭和31年5月18日第三種郵便物承認）第862号



ど
も
た
ち
の
権
利
が
保
障
さ
れ
、
一
人

ひ
と
り
が
希
望
を
も
っ
て
成
長
で
き
る

社
会
を
め
ざ
し
、
子
ど
も
の
意
見
を
尊

重
し
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
優
先

す
る
政
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
部
会
で
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
発
足

と
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向

け
た
施
策
の
動
き
を
ふ
ま
え
、
主
任
児

童
委
員
制
度
の
意
義
と
役
割
を
あ
ら
た

め
て
見
つ
め
直
し
、
今
後
の
活
動
の
方

向
性
を
示
す
た
め
、
令
和
5
年
度
に
検

討
・
整
理
し
た
内
容
を
中
間
報
告
と
し

て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。
中
間
報
告
で

は
、
主
任
児
童
委
員
の
現
状
、
民
児
協

内
の
課
題
、
制
度
・
運
用
に
お
け
る
課

題
な
ど
を
整
理
し
、
課
題
解
決
に
向
け

た
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

【�

中
間
報
告
に
お
け
る

取
り
組
み
ポ
イ
ン
ト
の
提
示
】

①	

都
道
府
県
・
指
定
都
市
、
市
区
町
村

民
児
協
段
階（
共
通
）

・	

課
題
共
有
や
意
見
交
換
等
の
場
づ
く

り
・	
研
修
、
支
え
合
い
の
場
づ
く
り

・	

そ
の
他
活
動
に
関
す
る
組
織
的
支
援

②	

単
位
民
児
協
段
階

・	

行
政
や
教
育
機
関
、
地
域
と
の
連
携

・	

そ
の
他
活
動
に
関
す
る
組
織
的
支
援

　
今
回
、
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
し
、

中
間
報
告
の
内
容
を
ふ
ま
え
、
今
後
の

よ
り
具
体
的
な
活
動
推
進
策
を
提
示
す

る
た
め
に
と
り
ま
と
め
た
の
が
最
終
報

告
で
す
。

Ⅱ　
最
終
報
告
の
概
要

　
最
終
報
告
は
、
令
和
7
年
3
月
に
都

道
府
県
・
指
定
都
市
民
児
協
を
通
じ
て

全
国
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
送
付

し
て
お
り
、
全
民
児
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
内

容
に
つ
い
て
は
送
付
さ
れ
る
現
物
か
全

Ⅰ　
は
じ
め
に

　
主
任
児
童
委
員
制
度
は
令
和
6
年
1

月
に
創
設
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

の
間
、
少
子
化
の
進
行
、
児
童
虐
待
問

題
の
深
刻
化
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
ひ

と
り
親
家
庭
の
増
加
な
ど
、
子
ど
も
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
全
民

児
連
・
児
童
委
員
活
動
推
進
部
会（
以

下
、
部
会
）は
、
令
和
5
年
度
に
具
体

的
な
検
討
作
業
の
た
め
の
委
員
会
を
設

置
し
、
主
任
児
童
委
員
制
度
と
活
動
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
部
会
で
は
、
平
成
26
年
度
に
検

討
・
整
理
し
て
公
表
し
た「
児
童
委
員

協
議
会
活
動
の
充
実
の
た
め
に
～
20
周

年
を
迎
え
た
主
任
児
童
委
員
活
動
の
現

状
を
踏
ま
え
て
～
」
以
降
の
子
ど
も
・

子
育
て
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

と
主
任
児
童
委
員
の
制
度
と
活
動
を
振

り
返
り
、
活
動
の
現
状
と
課
題
の
整
理

を
行
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
5
年

4
月
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
発
足
し
、「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」の
実
現
に
向
け

た
施
策
が
本
格
的
に
動
き
出
し
て
い
ま

す
。
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
す
べ
て
の
子

とりまとめました。今般、中間報告での提
言を実行性のあるものとするため、『制度創

設30年を迎えた主任児童委員活動の現状と今後
の活動推進に向けて（最終報告）』（以下、最終報告）
をとりまとめましたので、その内容を概説します。

　令和6（2024）年1月に主任児童委員
制度が30周年を迎えました。
　全民児連では、令和5（2023）年度から主任児童
委員制度・活動のあり方の検討をすすめており、令
和6年3月に中間報告として検討・整理した内容を

制度創設30周年 　を経た特 集

主任児童委員活動の
現状と今後の活動推進に向けて

〈報告書の構成〉

I .	こども家庭施策における	
児童委員活動と	
主任児童委員の役割

Ⅱ.	主任児童委員活動の	
環境整備となりて確保

Ⅲ.	地域ぐるみの	
子ども・子育て支援に向けて

Ⅳ.	民児協での対応が	
期待される今後の取り組み

Ⅴ.	一人ひとりの	
主任児童委員活動の	
今後に向けて
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民
児
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
本
特

集
で
は
5
つ
の
章
立
て
に
な
っ
て
い
る

最
終
報
告
の
一
部
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

1.
制
度
・
運
用
上
の
課
題
と
対
応

　
主
任
児
童
委
員
活
動
の
さ
ら
な
る
充

実
・
強
化
に
は
、
当
事
者
で
あ
る
児
童

委
員
、
主
任
児
童
委
員
で
は
解
決
で
き

な
い
制
度
・
運
用
上
の
課
題
へ
の
対
応

も
必
要
で
す
。 

具
体
的
に
は
次
の
よ

う
な
も
の
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
対

応
に
向
け
て
国
や
行
政
に
働
き
か
け
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
制
度
・
運
用
上
の
課
題
》

年
齢
要
件 

意
欲
あ
る
場
合
も
退
任
せ

ざ
る
を
得
な
い
、
新
た
な「
な
り
て
」

確
保
の
苦
労

配
置
基
準 

全
国
一
律
の
基
準
に
基
づ

く
配
置
人
数
と
活
動
量
等
と
の
不
整
合

選
任
方
法 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
で

あ
る
主
任
児
童
委
員
を
適
切
に
選
任
で

き
る
仕
組
み
の
必
要
性

学
び
の
場
の
確
保 

主
任
児
童
委
員
の

力
量
向
上
の
た
め
の
研
修
機
会
が
少
な

い

①	

年
齢
要
件

　
主
任
児
童
委
員
選
任
要
領
で
は
、「
原

則
と
し
て
55
歳
未
満
の
者
を
選
任
す

る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
地
域
の

実
情
を
ふ
ま
え
た
弾
力
的
な
運
用
」を

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、「
原
則
と
し
て
55
歳
未
満
」

に
よ
る
弾
力
的
な
運
用
の
解
釈
は
地
域

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

現
状
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、
年
齢
要

件
の
一
部
緩
和
を
実
施
し
て
お
り
、
地

域
に
よ
っ
て
は
広
い
年
齢
幅
で
選
任
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
年
齢
要
件
の
一
部
緩
和
に
つ

い
て
は
、
高
齢
の
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
に
対
し
て
、
価
値
観
等
の
世
代

間
ギ
ャ
ッ
プ
を
危
惧
す
る
声
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
委
員
活
動
は
組
織
で
行

い
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
歳
の
近

い
委
員
が
対
応
す
る
な
ど
、
柔
軟
な
対

応
も
可
能
で
す
。
今
後
も
、
常
に
子
ど

も
・
子
育
て
世
帯
に
寄
り
添
っ
た
活
動

に
取
り
組
み
、
活
動
の
意
義
を
示
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

②	

配
置
基
準

　
主
任
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
異
な
り
、
担
当
地
域
の
人
口

規
模
に
関
わ
ら
ず
、
民
児
協
規
模
に
応

じ
た
全
国
一
律
の
配
置
基
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
は
主

任
児
童
委
員
の
過
重
な
負
担
に
な
っ
て

い
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
配
置
基
準
に
つ
い
て
も
、

「
地
域
の
実
情
を
ふ
ま
え
た
弾
力
的
な

運
用
」を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
現
在
で
も
、
市
町
村
の
判
断
で
、
小

学
校
に
あ
わ
せ
て
増
配
置
を
す
る
等
、

地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
主
任
児
童
委
員

の
配
置
基
準
の
定
数
を
超
え
た
配
置
を

し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
主
任
児
童
委
員
の

配
置
基
準
に
つ
い
て
の
現
状
を
振
り
返

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③	

選
任
方
法

　
主
任
児
童
委
員
活
動
の
充
実
、
児
童

委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
連
携
強
化
の

た
め
に
は
、
民
生
委
員
活
動
に
理
解
が

あ
る
主
任
児
童
委
員
の
選
任
が
重
要
で

す
。「
主
任
児
童
委
員
は
児
童
委
員
の

う
ち
か
ら
指
名
す
る
」こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
対
応
と
し
て
は
、

都
道
府
県
・
指
定
都
市
に
対
し
、
主
任

児
童
委
員
の
選
任
要
件
を
明
確
化
す
る

よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
や
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
選
任
要
領
の
解
釈
や
取
扱

い
の
徹
底
を
求
め
る
と
い
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

④	

学
び
の
場
の
確
保

　
主
任
児
童
委
員
に
対
す
る
研
修
の
あ

り
方
も
課
題
で
す
。
主
任
児
童
委
員
の

役
割
や
活
動
内
容
に
関
す
る
理
解
の
度

合
い
は
、
民
児
協
や
主
任
児
童
委
員
本

人
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
り
、
身
近
な
地

域
で
必
要
な
知
識
、
力
量
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
機
会
の
確
保
が
必
要
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
比
べ
主
任

児
童
委
員
の
数
が
少
な
い
た
め
、
民
児

協
に
よ
っ
て
は
、
主
任
児
童
委
員
だ
け

を
対
象
に
し
た
研
修
会
が
少
な
い
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
学
び
の
場
の
確
保
は
、
主
任
児
童
委

員
の
仲
間
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
重
要

で
す
し
、
主
任
児
童
委
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
活
動
の
質
向
上
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
主
任
児
童
委
員
の
多
く
は
就

業
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
研
修
内
容

に
よ
っ
て
は
、
時
間
の
融
通
が
利
く
よ

う
I
C
T
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
も
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民
児
協
会
長
を
中
心
に
民
児
協
内
の
連

携
と
役
割
分
担
、
児
童
委
員
協
議
会
の

運
営
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
協
議
し

ま
し
ょ
う
。

②	

関
係
機
関
や
団
体
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
・
拡
大

　
す
べ
て
の
子
ど
も
と
家
庭
を
対
象
に
、

身
近
な
相
談
・
支
援
の
拠
点
と
な
る
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
、
全
国

の
自
治
体
で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
・

福
祉
・
教
育
機
関
、N
P
O
等
と
連
携

し
、
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
機

能
が
あ
り
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
重
要
な
拠
点
に
も
な
り
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た

他
機
関
と
の
連
携
・
協
働
に
お
け
る
児

童
委
員
活
動
を
通
じ
て
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
制
度
・
活
動
の
理
解
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や
団
体
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
・
拡
大
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

③	

取
り
組
み
の
振
り
返
り
と

改
善
に
向
け
た
記
録
の
活
用

　
会
議
録
や
活
動
記
録
を
整
理
し
、
次

の
取
り
組
み
に
活
か
す
こ
と
は
重
要
で

す
。
そ
の
際
は
、
特
に
課
題
と
な
っ
た

こ
と
と
改
善
の
た
め
の
工
夫
、
協
力
機

関
や
団
体
、
地
域
の
資
源
な
ど
を
具
体

的
に
か
つ
簡
潔
に
ま
と
め
る
よ
う
に
し

ま
す
。

《�

主
任
児
童
委
員
の
活
動
を
支
え
る

体
制
づ
く
り
》

①	

主
任
児
童
委
員
に
関
す
る

組
織
的
な
共
通
理
解

　
児
童
委
員
活
動
を
展
開
す
る
う
え
で

は
、
区
域
担
当
の
児
童
委
員
と
主
任
児

童
委
員
と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
後
の
取
り
組
み
に
向
け
て
、
単
位
民

児
協
内
で
共
通
認
識
を
得
る
た
め
の
学

び
の
機
会
と
と
も
に
、
児
童
委
員
協
議

会
の
運
営
や
児
童
委
員
活
動
を
す
す
め

る
た
め
の
役
割
分
担
や
協
働
に
つ
い
て

話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

②	

単
位
民
児
協
会
長
に
よ
る

主
任
児
童
委
員
活
動
へ
の
理
解

　
単
位
民
児
協
の
会
長
の
理
解
に
よ
る

区
域
担
当
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員

と
の
連
携
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。
民
児
協
内
で
の
主
任
児
童

委
員
の
活
動
内
容
の
周
知
・
共
有
を
行

い
、
主
任
児
童
委
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
図
り
、
組
織
的
な

活
動
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

③	

委
員
活
動
と
就
業
と
の
両
立
支
援

　
行
政
や
関
係
機
関
の
理
解
と
協
力
も

得
な
が
ら
、
委
員
活
動
と
就
業
と
の
両

立
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
就
業
先
へ

の
理
解
に
向
け
た
働
き
か
け
と
と
も
に
、

必
要
で
す
。

2. 

地
域
ぐ
る
み
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
向
け
て

《
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
》

①	

連
携
強
化
・
構
築
に
向
け
た

主
任
児
童
委
員
の
役
割

　
主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に

基
づ
き
、
学
校
、
保
育
所
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
様
な
関
係
機
関
と

連
携
し
、
児
童
委
員
の
活
動
を
支
援
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
学

校
と
の
連
携
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル（
C
S
）
へ
の
参
加
が
す
す
む

一
方
、
関
係
構
築
の
難
し
さ
を
感
じ
る

主
任
児
童
委
員
も
多
く
、
情
報
共
有
や

地
区
民
児
協
と
の
協
力
が
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
保
育
所
等
と
の
関
係
強
化
に

は
、
子
育
て
サ
ロ
ン
参
加
者
と
保
育
所

等
を
つ
な
ぐ
こ
と
な
ど
も
可
能
で
、
主

任
児
童
委
員
と
保
育
所
等
と
の
関
係
構

築
の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
、
子
育
て
世
帯
の
地
域

で
の
切
れ
目
な
い
支
援
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

②	

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
の

協
力
体
制
の
構
築

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
す

す
む
な
か
、
そ
こ
に
配
置
さ
れ
て
い
る

相
談
員
や
保
健
師
な
ど
の
専
門
職
と
の

連
携
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
専
門

職
で
あ
っ
て
も
主
任
児
童
委
員
の
役
割

を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
、
た

と
え
ば
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
知
ら
ず
活
動
に
支
障
が
出
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
定
期
的
な
情
報

共
有
が
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
へ
の
支

援
の
質
を
高
め
る
こ
と
を
意
識
し
、
研

修
会
や
定
例
会
を
通
じ
た
関
係
構
築
が

必
要
で
す
。

③	

地
域
住
民
と
の

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
促
進

　
通
学
路
の
見
守
り
や
子
ど
も
食
堂
な

ど
の
主
任
児
童
委
員
の
活
動
を
通
じ
て

地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
協

力
を
得
な
が
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
家

庭
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
る
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
ち
、
子
育
て
を
応
援
す
る
地
域
づ

く
り
の
活
動
は
、
新
た
な
居
場
所
づ
く

り
や
多
世
代
交
流
、
仲
間
づ
く
り
に
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
喜
び
は
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
ま
す
。

3. 

単
位
民
児
協
に
お
い
て

期
待
さ
れ
る
今
後
の
取
り
組
み

①	

定
例
会
等
の
組
織
運
営
の
工
夫

　
定
例
会
等
の
組
織
運
営
と
児
童
委
員

の
活
動
に
つ
い
て
振
り
返
り
、
さ
ら
な

る
充
実
を
め
ざ
す
視
点
が
重
要
で
す
。
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情
報
交
換
・
意
見
交
換
、
仲
間
づ
く
り
、

支
え
合
い
の
場
づ
く
り
を
定
期
的
に
継

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
民
児
協
会

長
会（
定
例
会
）
に
お
い
て
、
主
任
児

童
委
員
を
参
画
さ
せ
、
子
ど
も
・
子
育

て
家
庭
、
学
校
な
ど
の
状
況
や
課
題
と

対
応
に
つ
い
て
共
有
し
、
児
童
委
員
協

議
会
と
し
て
組
織
的
な
対
応
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

③
単
位
民
児
協
へ
の
支
援

連
合
民
児
協
と
し
て
の
活
動
強
化
方

策
を
策
定
し
、
単
位
民
児
協
と
連
携
し

て
計
画
的
か
つ
積
極
的
な
児
童
委
員
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
単
位
民
児
協

の
組
織
的
な
活
動
の
強
化
支
援
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
他
に
、
広
報
活
動
や
行
政

へ
の
意
見
具
申
や
要
望
活
動
が
あ
り
ま

す
。
民
児
協
が
連
合
民
児
協
を
含
め
た

重
層
的
な
組
織
と
な
っ
て
い
る
利
点
を
生

か
し
た
サ
ポ
ー
ト
の
強
化
が
大
切
で
す
。

Ⅲ　
最
後
に

　
創
設
か
ら
30
年
を
経
た
主
任
児
童
委

員
制
度
へ
の
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を

取
り
巻
く
課
題
解
決
へ
の
期
待
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
主
任
児
童
委
員
を
含

め
た
す
べ
て
の
委
員
は
、「
地
域
の
身

近
な
お
と
な
」と
し
て
、
子
ど
も
の
声

を
聴
き
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
は
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
視
点
を
も
ち
、
主
任
児
童
委

員
は
児
童
委
員
と
の
連
携
を
深
め
、
地

域
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
制
度
の
課
題
解

決
と
並
行
し
て
、
民
児
協
が
主
体
と
な

り
、
研
修
の
充
実
や
支
え
合
い
の
場
づ

く
り
を
通
じ
て
、
組
織
全
体
で
活
動
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
児
童

委
員
、
主
任
児
童
委
員
活
動
の
充
実
・

強
化
に
つ
な
が
る
と
い
え
ま
す
。

単
位
民
児
協
に
お
い
て
も
、
定
例
会
の

開
催
時
間
の
配
慮
、
リ
モ
ー
ト
会
議
や

S
N
S
な
ど
の
I
C
T
の
活
用
な
ど
、

組
織
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

す
。

④
新
任
主
任
児
童
委
員
へ
の
支
援

単
位
民
児
協
と
し
て
、
新
任
の
主
任

児
童
委
員
に
対
す
る
活
動
の
引
継
ぎ
や

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
お
く
こ
と
が
活
動
の
継
続
・
定

着
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
引
継
ぎ
の
際
に
は
、
単
位
民
児
協
の

役
員
も
同
席
す
る
な
ど
、
民
児
協
と
し

て
主
任
児
童
委
員
の
活
動
を
把
握
し
、

つ
な
い
で
い
く
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

《
な
り
て
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
》

①
主
任
児
童
委
員
活
動
の

積
極
的
な
P
R

他
機
関
と
の
協
働
に
お
い
て
、
お
互

い
の
関
係
を
つ
く
る
た
め
に
は
相
手
の

こ
と
を
知
る
と
と
も
に
自
分
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
役
割
や
活
動
の
正
し
い

理
解
に
向
け
て
主
任
児
童
委
員
自
ら
に

よ
る
積
極
的
な
PR
が
不
可
欠
で
す
。

②
役
職
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

主
任
児
童
委
員
の
多
く
は
、「
学
校

の
評
議
員
」「
地
区
社
協
の
役
員
」「
自

治
会
の
役
員
」等
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
役
職
を
受
け
て
い
ま
す
。
児
童
委
員

（
主
任
児
童
委
員
）
の
な
り
て
確
保
に

つ
い
て
は
、
そ
う
し
た
主
任
児
童
委
員

の
兼
務
し
て
い
る
役
職
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
積
極
的
に
有
効
活
用
し
て
活
動
の

魅
力
を
伝
え
、
地
域
の
人
材
へ
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
視
点
も
重
要
で
す
。

4.
連
合
民
児
協
に
お
い
て

期
待
さ
れ
る
今
後
の
取
り
組
み

①
主
任
児
童
委
員
と
し
て
の
役
割
の

再
確
認
と
研
修
機
能
の
強
化

主
任
児
童
委
員
自
身
の「
児
童
委
員

を
兼
ね
つ
つ
、
地
域
全
体
の
子
ど
も
家

庭
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
担

う
」
と
い
う
本
質
的
な
役
割
の
自
覚
・

理
解
と
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

研
修
会
等
で
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
連
合
民
児
協
の
広
域
性
と
主

任
児
童
委
員
同
士
の
交
流
の
機
会
を
活

か
し
た
研
修
を
企
画
・
実
施
し
、
そ
の

学
び
を
主
任
児
童
委
員
や
単
位
民
児
協

の
活
動
の
充
実
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

②
主
任
児
童
委
員
の
支
え
あ
い
の

場
づ
く
り
と
児
童
委
員
と
の

連
携
強
化

主
任
児
童
委
員
は
配
置
数
が
少
な
い

た
め
、
連
合
民
児
協
の
広
域
段
階
で
、

『ひろば』を活用して、単
位民児協の定例会などで
民生委員・児童委員とし
ての学びを深めましょう。

❶ 民児協での児童
委員協議会の役
割や機能を振り
返りましょう。

定例会で
話しあってみよう

❷ 児童委員と主任
児童委員の連携
をより深める取
り組みを考えて
みましょう。

特集 制度創設30周年を経た主任児童委員活動の現状と今後の活動推進に向けて
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第
４
区
民
児
協
の
概
要 

広
島
県
福
山
市（
以
下
、本
市
）で
は
、

市
内
に
34
の
民
児
協
が
あ
り
、第
４
区
民

児
協（
以
下
、本
民
児
協
）は
、民
生
委
員
・

児
童
委
員（
以
下
、民
生
委
員
）数
が
24
人

（
う
ち
、主
任
児
童
委
員
は
２
人
）で
欠
員

は
１
人
で
す（
令
和
７
年
１
月
１
日
現

在
）。

「
つ
な
ぐ
」こ
と
に
関
す
る
悩
み

市
内
の
民
生
委
員
が
抱
え
る
悩
み
の
一

つ
に
、委
員
活
動
の
基
本
で
も
あ
る「
つ

な
ぐ
」こ
と
に
関
す
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

本
民
児
協
に
お
い
て
も
、と
く
に
、新
任

委
員
は「
つ
な
ぎ
先
が
わ
か
ら
な
い（
把

握
で
き
て
い
な
い
）」「
ど
の
よ
う
に
関
係

機
関
に
つ
な
い
だ
ら
良
い
か
不
明
」と

い
っ
た
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、新
任
委
員
に
限
ら
ず
、ベ
テ
ラ

ン
の
委
員
に
お
い
て
も
、複
合
的
な
課
題

や
援
助
が
困
難
な
世
帯
等
へ
の
支
援
で
は

「
つ
な
ぎ
先
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
不
安
」

と
い
っ
た
声
な
ど
も
聞
か
れ
ま
す
。

そ
の
他
、高
齢
者
関
係
で
は
比
較
的
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係
が
で
き

て
い
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
関
係
機
関
と

「
相
談
し
や
す
い
関
係
を
つ
く
る
機
会
が

な
い
」と
の
課
題
も
感
じ
て
い
ま
す
。

「
つ
な
ぐ
」う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト

前
述
の
よ
う
な
悩
み
を
解
決
で
き
ず
に

い
る
と
心
理
的
な
負
担
が
大
き
く
な
り
、

最
悪
、民
生
委
員
を
辞
め
た
い
と
考
え
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
き

る
限
り
活
動
継
続
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

本
民
児
協
内
で
は
次
の
よ
う
な
対
応
を
心

が
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
つ
な
ぎ
先
の
明
確
化
や
共
有
化
】

  

「
つ
な
ぎ
先
が
わ
か
ら
な
い（
把
握
で
き

て
い
な
い
）」と
い
う
悩
み
に
つ
い
て
は
、

毎
月
の
定
例
会
で
提
供
さ
れ
る
支
援
制
度

の
情
報
等
が
掲
載
さ
れ
た
配
布
物
を
分
野

ご
と
に
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
す
る
な
ど
し
、適

宜
、各
委
員
が
内
容
を
把
握
・
整
理
で
き

る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。一
度
に
関
係
機

関
を
覚
え
き
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、ま

ず
は
支
援
制
度
を
少
し
ず
つ
覚
え
て
い
き
、

そ
の
支
援
制
度
に
関
す
る
窓
口（
つ
な
ぎ

先
）が
ど
こ
か
を
順
次
確
認
し
て
い
く
こ

と
が
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
つ
な
ぐ
際
の
効
果
的
な
方
法
】

  

「
ど
の
よ
う
に
関
係
機
関
に
つ
な
い
だ

ら
良
い
か
が
不
明
」と
い
う
悩
み
に
つ
い

て
は
、悩
ん
だ
ら
ま
ず
は
先
輩
委
員
や
会

長
に
相
談
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、初
め
て
つ
な
ぐ
関
係
機
関
に
お

い
て
は
、先
輩
委
員
や
会
長
が
あ
ら
か
じ

め
関
係
機
関
に
連
絡
し
て
お
き
、民
生
委

員
が
つ
な
ぎ
や
す
い
よ
う
、橋
渡
し（
紹

介
）を
し
て
お
く
こ
と
も
有
効
で
す
。

ま
た
、悩
ま
し
い
複
合
的
な
課
題
等
に

お
い
て
は
、主
要
と
な
る
課
題
は
何
か
を

確
認
し
て
お
く
の
が
お
す
す
め
で
す
。
で

き
れ
ば
、複
合
的
な
課
題
を
分
野
ご
と
に

細
分
化
し
、そ
れ
に
基
づ
く
適
切
な
つ
な

ぎ
先
の
検
討
が
の
ぞ
ま
し
い
と
思
い
ま
す

が
、な
か
な
か
難
し
い
対
応
で
す
の
で
、

「
主
と
な
る
課
題
に
対
す
る
支
援
制
度
は

何
か
」「
そ
の
窓
口（
つ
な
ぎ
先
）は
ど
こ

か
」を
確
認
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

【
つ
な
ぎ
先
と
の
関
係
構
築
】

相
談
し
や
す
い
関
係
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、基
本
的
に
は
会
長
が
事
前
に
つ
な
ぎ

先
と
の
関
係
づ
く
り
を
行
い
、先
述
の
よ

う
に
、つ
な
ぎ
先
に
橋
渡
し（
紹
介
）し
て

も
ら
う
こ
と
が
有
効
で
あ
り
、そ
の
た
め

の
働
き
か
け
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

よ
り
良
い
関
係
づ
く
り
に
向
け
て
は
、

た
と
え
ば
、毎
月
の
定
例
会
で
関
係
機
関

を
招
き
、事
例
検
討
や
意
見
交
換
等
が
で

き
る
機
会
が
あ
る
だ
け
で
も
よ
り
関
係
づ

く
り
の
一
歩
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。民

児
協
の
一
員
と
し
て
、会
長
や
事
務
局
に

提
案
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

適
切
に「
つ
な
ぐ
」た
め
に

最
後
に「
つ
な
ぐ
」こ
と
は
、住
民
の
立

場
に
立
っ
て
課
題
を
適
切
に
把
握
す
る
こ

と
と
考
え
て
い
ま
す
。情
報
は
多
け
れ
ば

よ
り
つ
な
ぎ
や
す
く
な
る
か
と
思
い
ま
す

が
、民
生
委
員
は
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、無
理
に
す
べ
て
を
把
握
し
よ
う

と
し
な
く
て
も
良
い
と
考
え
ま
す
。一
人

で
抱
え
こ
ま
ず
、ま
ず
は
民
児
協
内
、そ

し
て
関
係
機
関
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を

意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
り
て

第11回

実践事例紹介

に
向
け
た

と

　
取
り
組
み
を
考
え
る

定
着

確
保

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
継
続
・
定
着
に
向
け
た
関
係
機
関
へ
の

効
果
的
か
つ
適
切
な
つ
な
ぎ
方

広
島
県 

福
山
市
連
合
民
生
・
児
童
委
員
協
議
会 

第
４
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会 

会
長　
佐
藤 

裕
幸

6民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 の 2 0 2 5 年 4 月  第 8 6 2 号

民生委員・児童委員のひろば（令和7年4月1日発行）第三種郵便物承認



in
fo
rm

atio
n 情報室

民
生
委
員
・
児
童
委
員
数
の
現
状

令
和
７（
２
０
２
５
）年
２
月
、厚
生
労

働
省
は
、「
令
和
５
年
度
福
祉
行
政
報
告

例
」を
公
表
し
ま
し
た
。

令
和
５（
２
０
２
３
）年
度
末
に
お
け
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下
、民
生
委

員
）数
は
22
万
８
５
７
３
人
で
あ
り
、前

年
度
に
比
べ
１
１
４
７
人（
０・
５
％
）増

加
し
ま
し
た
。

な
お
、令
和
４
年
12
月
一
斉
改
選
直
後

の
22
万
５
３
５
６
人
と
比
べ
３
２
０
０
人

超
の
民
生
委
員
が
増
え
た
こ
と
と
な
り
、

充
足
率
は
、令
和
４
年
12
月
時
点
が
93
・

７
％
、令
和
４
年
度
末
時
点
が
94
・
５
％
、

そ
し
て
今
回
が
95
％
と
、改
選
直
後
よ
り

も
お
よ
そ
１・３
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
活
動
状
況

令
和
５
年
度
中
の
民
生
委
員
の
活
動
状

況（
表
１
）を
み
る
と
、「
１
．
相
談
・
支
援

件
数
」は
約
４
７
９
万
件
で
、前
年
度
に

比
べ
約
12
万
件（
２・
４
％
）減
、「
３
．
訪

問
・
連
絡
活
動
回
数
」は
約
３
３
２
１
万

件
で
、前
年
度
に
比
べ
約
８
万
回（
０
・

２
％
）減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
、「
２
．そ
の
他
の
活
動
件
数
」は

約
２
２
４
１
万
件
で
、前
年
度
に
比
べ
約

１
２
４
万
件（
５・
９
％
）増
、「
４
．
連
絡

調
整
回
数
」は
約
１
６
２
５
万
回
で
、前

年
度
に
比
べ
約
９
万
９
千
回（
０・
６
％
）

増
、「
５
．
年
間
活
動
日
数
」
は
約

２
７
０
９
万
８
千
日
で
、前
年
度
に
比
べ

約
46
万
１
千
日（
１・７
％
）増
加
し
ま
し
た
。

内
容
別
相
談
・
支
援
件
数（
表
２
）を
み

る
と
、総
数
は
既
述
の
と
お
り
前
年
度
に

比
べ
約
12
万
件（
２・４
％
）減
と
な
り
、14

項
目
中
８
項
目
が
減
少
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
最
も
減
少
し

た
の
は
、や
む
を
得
ず
日
常
生
活
に
関
す

る
相
談
・
支
援
を
行
っ
た「（
13
）日
常
的

な
支
援
」で
約
11
万
６
千
件（
８・
７
％
）

減
で
し
た
。

一
方
、増
加
し
た
項
目
の
う
ち
、「（
４
）

子
育
て
・
母
子
保
育
」が
３・７
％
、「（
５
）

子
ど
も
の
地
域
生
活
」が
４・１
％
、「（
６
）

子
ど
も
の
教
育
・
学
校
生
活
」が
５・
３
％

と
い
ず
れ
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

令
和
２・
３
年
度
と
比
べ
て
も
い
ず
れ
も

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、子
ど
も
・
子

育
て
全
般
に
関
し
て
民
生
委
員
へ
の
相

談
・
支
援
ニ
ー
ズ
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と

推
察
さ
れ
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
数

お
よ
び
活
動
状
況

～
福
祉
行
政
報
告
例
の
公
表
～

詳
細
は
、政
府
統
計
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト（
ｅ
︲
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
）に
て
公
開
さ
れ
て
い

る「
福
祉
行
政
報
告
例
」（
二

次
元
コ
ー
ド
参
照
）を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

表1 令和５年度の民生委員・児童委員の活動実績� ※福祉行政報告例をもとに全民児連が作成

令和５年度 令和４年度 対前年度 
増減数

対前年度 
増減比（％）

民生委員・児童委員の実数（人） 228,573 227,426 1,147 0.5
１．相談・支援件数（件） 4,793,332 4,913,501 ▲120,169 ▲2.4
（参考）委員一人あたりの相談支援件数 21.0 21.6 ▲0.6 ▲2.8
２．その他の活動件数（件） 22,411,554 21,169,009 1,242,545 5.9
（参考）委員一人あたりのその他の活動件数（件） 98.0 93.1 5.0 5.4
３．訪問・連絡活動回数（回） 33,209,666 33,289,774 ▲80,108 ▲0.2
（参考）委員一人あたりの訪問・連絡回数（回） 145.3 146.4 ▲1.1 ▲0.7
４．連絡調整回数（回） 16,250,384 16,150,717 99,667 0.6
（参考）委員一人あたりの連絡調整回数（回） 71.1 71.0 0.1 0.1
５．年間活動日数合計（日） 27,098,114 26,636,434 461,680 1.7
（参考）委員一人あたりの活動日数（日） 118.6 117.1 1.4� 1.2

（小数点以下第２位を四捨五入して計算）

表２ 内容別相談・件数　※福祉行政報告例をもとに全民児連が作成� 単位：件

項目 総数 （１）
在宅福祉

（２）
介護保険

（３）健康・ 
保健・医療

（４）子育て・
母子保健

（５）子どもの 
地域生活

（６）子どもの 
教育・学校生活

（７）
生活費

令和５年度 4,793,332 308,589 132,536 309,208 120,335 451,081 270,052 88,108

令和４年度 4,913,501 308,624 130,568 329,478 116,058 433,288 256,352 92,521

対増減 ▲120,169
（▲2.4％）

▲35
（▲0.0％）

1,968
（＋1.5%）

▲20,270
（▲6.2％）

4,277
（＋3.7％）

17,793
（＋4.1％）

13,700
（＋5.3％）

▲4,413
（▲4.8％）

項目 （８）
年金・保険

（９）
仕事

（10）
家族関係

（11）
住居

（12）
生活環境

（13）日常的
な支援

（14）
その他

令和５年度 21,354 29,556 124,957 73,872 239,725 1,220,450 1,403,509

令和４年度 22,882 30,859 131,822 76,894 244,241 1,336,701 1,403,213

対増減 ▲1,528
（▲6.7％）

▲1,303
（▲4.2％）

▲6,865
（▲5.2％）

▲3,022
（▲3.9％）

▲4,516
（▲1.9％）

▲116,251
（▲8.7％）

296
（＋0.0％）

（小数点以下第２位を四捨五入して計算）

7民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 の 2 0 2 5 年 4 月  第 8 6 2 号

民生委員・児童委員のひろば（令和7年4月1日発行）第三種郵便物承認



お知らせ

知っておきたいハラスメント

民
鏡

坂
本
　
津
留
代

神
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
本
紙
編
集
委
員

▼
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
民

生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下
、民
生
委
員
）の
一

斉
改
選
の
年
で
す
。
こ
こ
数
年「
欠
員
」と
い

う
言
葉
を
頻
繁
に
耳
に
し
ま
す
が
、い
よ
い
よ

欠
員
の
解
消
に
向
け
大
変
な
時
期
が
近
づ
い
て

ま
い
り
ま
す
▼
し
か
し
こ
の
時
を
逆
に「
チ
ャ

ン
ス
」と
捉
え
、各
地
域
に
お
け
る
会
議
等
で
民

生
委
員
の
理
解
を
広
め
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

り
、役
割
や
活
動
内
容
を
周
知
し
、ま
た
適
任

者
と
思
わ
れ
る
方
が
い
れ
ば
推
薦
に
つ
な
げ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
▼
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が「
自
分
ご
と
」と
し
て
最
前
線
で
広
報

や
理
解
促
進
の
取
り
組
み
を
行
え
ば
、き
っ
と

た
く
さ
ん
の
地
域
の
関
係
者
の
な
か
に
応
援
団

が
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。「
民
生
委
員
と

は
何
か
」を
何
回
言
え
る
か
、活
動
の
現
状
を
聞

い
て
も
ら
え
る
か
。
私
も
普
段
の
活
動
場
面
の

写
真
等
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫

を
こ
ら
し
、地
域
の
広
報
紙
等
へ
の
掲
載
も
お

願
い
し
ま
す
▼
全
国
の
民
生
委
員
が
一
緒
の
気

持
ち
で
頑
張
る
こ
と
で
、12
月
に
は
、民
生
委
員

の
皆
さ
ま
の
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
。

民生委員・児童委員活動における
カスタマーハラスメント

カスタマーハラスメントの実態
昨今、カスタマーハラスメント（以

下、カスハラ）という言葉を耳にしま
すが、カスハラとは「顧客等からの暴
行、脅迫、ひどい暴言、不当な要求等
の著しい行為」を指し、企業や組織、
その従業員等に被害が及んでいる実態
があります。

厚生労働省が令和２年10月に行っ
た職場のハラスメントに関する実態調
査をみると、過去３年間のハラスメン
ト種類別相談件数において、カスハラ
は、パワハラやセクハラに次ぐ相談件
数であり、その推移をみると、カスハ
ラのみ件数が増加しているといった結
果がわかっています。

上述のとおり、カスハラは、主に企
業や組織、その従業員等が悪質な顧客
から被害を受けることを指しています
ので、一見、民生委員・児童委員（以
下、民生委員）には関係ないのではと
思いますが、たとえば、地域住民やそ
の家族からの理不尽な要求や悪質と思

われるクレームを受ける可能性も十分
にあります。そのため、国等が示すカ
スハラ対策の基礎的な内容等をもとに、
被害防止に向けたポイントや、民生委
員が被害を受けてしまった時の対応例
をお伝えします。
被害防止に向けたポイント（例）
⃝「カスハラ」か否かを見極める

地域住民やその家族からクレームや
要求を受けた際、その内容が①「意見、
要望、提案等の内容は妥当性のある行
為」か、もしくは、②「過度の批判、
不満や理不尽な要求など社会通念上不
当と考えられる行為」かを見極めるこ
とが大切です。しかし、仮に②と思わ
れる行為に遭遇した場合、後述にもあ
るとおり、単独での判断はできる限り
避けることをおすすめします。
被害を受けた時の対応（例）
⃝単独の判断や対応は避け相談する

上述の②の行為と思われる場合は、
一度、議論を避けるなどし（行為の内
容を正確に把握することにとどめ）、

反論等はせず、早々にその場から離れ
ることを意識します。

その後、民児協会長をはじめ、民児
協内で相談し、会長等を通じて、行政
や社会福祉協議会等につなぐことがの
ぞましいと考えます。

また、適宜、定例会でカスハラ対策
の留意点等を共有するとともに、カス
ハラ行為を行った該当の住民等への継
続的な訪問を行う際は、たとえば、複
数の委員や関係機関等との同行訪問な
どの対応を組織的に検討することが必
要です。

ハラスメント根絶の要は「人権尊重の心得」
本号で本連載は最終回です。最後に、

「ハラスメント」のない地域社会づく
りに向けて必要な「人権尊重の心得」
を２つお伝えします。
❶ 人は皆「等しく尊厳をもった存在」
であること（個人の尊厳）

❷ 人は皆「一人ひとりが違う存在」で
あること（多様性の受容）

東京都福祉人材センター 登録派遣講師　小嶋 洋昭 氏

全民児連は、被災地民児協へのヒアリング等から
確認できた課題をもとに、令和７年３月に「災害発
生時・発災後における委員の支援・フォローの実
施に向けた民児協組織の機能・役割の発揮」を作
成しました。以下よりぜひご活用ください。
全民児連ホームページ▶民生委員・児童委員／民
児協関係者専用ページ▶２．活動強化方策および
委員活動に関する指針、方針等（PDF）

全国民生委員児童委員連合会のホームページ	 全民児連  で検索
全国民生委員互助共励事業のホームページ	 互助共励  で検索

☆	民生委員・児童委員専用ページ
をご覧いただくためには、次の
パスワードを入力してください。

パスワード　20131201

ホームページを
ご活用ください
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